狸 石 



Iff 舌 I 

tp 言 



i 島 与 志 雄 



しょう。 三回で うち 切っても よかった 害です。 

男 —— 十回まで 延 せば よか つ たんだ。 

女 —— 三回で うち 切っても よかった 害です。 

男 —— お前が 早す ぎた し、 僕が 遅す ぎたん だ。 然し、 

この 石 は いつまでも 待って いて くれた。 まだ これから 

後 も 待って いて くれる ことだろう。 ねえ 狸 公、 お前 は 

待って いて くれる ね。 千 回で も 万 回で も 十 を 数えて い 

て くれる ね。 

女 それとも、 ねえ 狸さん、 三回で うち 切ります 

ゝ o 

力 

狸 石 —— 十 を 数える なんて、 そんなば かなこと、 わ 
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